2011劇作分科会まとめ
【講演】

・「脚本原稿の書き方」を出版された戯曲を実例に学ぶ

・「面白い脚本」と「面白くない脚本」、「創作ノート」と「シノプシス（あらすじ）」を
大切にしよう、「創作脚本の基本」などについて要点をあげて学ぶ

・題材や主題を特定しないで、登場人物は４人以内、５分以内に最初のドラマが発生する
ことを条件とした創作を、１時間半程度の時間で実際に行う

【優秀作品へのコメント】

「Ｆｉｎｉｓｈ」


・謎めいた歌で始まるのは面白い。


・最後の歌で「一人私だけ」と歌うのは、理枝に対する殺意を表しているのか。


・理枝の妹柚瑠に対する思いが出ている。


・特定の雰囲気で構成されており、その中でのドラマとして成立している。

「あいたいなんて死んでも言わねえ」


・会話の積み重ねから二人の気持ちが分かってくる。

・これからどう展開するのだろうかと期待させる。


・高校生らしい会話が映画のシーンみたいできれいです。


・葉書２枚の使い方を考えるとさらに展開できるだろう。

「いつかのメリークリスマス」


・とてもいい冒頭で、続きを読みたくなる。


・サンタが開けられなかった窓をぼくはとても素早く開けるなど、アクションの
　難しさもあるが、それも面白い


・ぼくの思い、ママ、おじさんの思いが少ない言葉のなかでしっかり込められて
　いる。その思いの交錯、すれちがいと、実際のぶつかり合いがドラマになりま
　す。

【全体講評】

　シノプシスを書き、設定、構成を考えつつ脚本を書いていくという過程をとったので、時間があまりにも足りなかった。生徒のみなさんの批判もほとんどそこに集約できます。

　しかし、高校演劇の脚本におけるありがちな問題点を最初に指摘したことで、主題を振りかざしたり、それに振り回されたり、あるいは会話が説明的になったり、都合よく会話が進行するというような作品はあまり見かけませんでした。けっして「結」を急ぐ必要はないと言いながら、提出時間の〆切を言ったりしたために、終盤で内容を詰め込んだり、説明に走ってしまった作品が出たことが残念でした。
　優秀作は、そうした悪条件にもかかわらず、短編ながら、独自の作品世界を作り上げており、喋りすぎない台詞は、登場人物の一定の緊張感や、関係性を自由に想像させることに成功していると言えるでしょう。
【アンケート結果】（73人）
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